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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第４回定例理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年４月２６日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８：３０～１１：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                            高野秀哉部会長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　矢口政則部会長　　
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                會田智弘部会長
5. 席者の確認（敬称略）                          横山隆太事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一　　　

直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士

副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和（公欠）

監事                  鈴　木　慎　也（遅参）

監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　　

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁　（遅参）
室長   　             金　子　　明　（遅参）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋

本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之

委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（欠席）

委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）

部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）

部会長　　　　　　　　福　島　隆　之

部会長　　　　　　　　會　田　智　弘

部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也（遅参）

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉

部会長　　　　　　　　矢　口　政　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）

事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      岩　田　雄　治

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成委員３１名に対し、２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に野口雅弘副理事長、菊池学特別委員長、議事録作成人に会務セクレタリー。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申し出て頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長　　
本日も理事会にお集まり頂き、誠にありがとうございます。感謝申し上げます。皆様ご存知のように前回は地震を受けまして、理事会という形ではなく連絡調整会議として開催をしました。その中では今後の山形ＪＣのＬＯＭ運営、事業をどのようにしていくかを私の考え、そして正副の考えをその場で述べさせて頂きまして皆様からもいろいろなご意見を頂戴いたしました。その後、事業ヒアリングを経て本日いよいよ修正の事業計画案が出て参りました。皆様から忌憚のないご意見を頂きながらご承認頂いた後には、変更された事業計画で本年進んで参りますことを、本日は約束をする理事会でございますので是非、忌憚のないご意見を頂戴できればと思います。また皆様のご協力により、震災の支援活動を進めて参りましたスポーツセンターでの炊き出し、そして募金活動そしてシニアとの合同での活動になりますが、宮城県への支援活動とグループごとに分けさせて頂きまして進めて参りました。その部分に関しましても感謝申し上げます。本日も報告になりますがブロックとしてエリアが分れているわけですが、エリアごとに各宮城県の支援エリアを決めまして支援に行くという形になると思います。それについても、いろいろ整理しながら我々も支援活動に協力していきたいと思いますので、更なるご協力をお願いしたいと思います。また近況報告としまして、１２月の例会の際に皆様にお会いしておりますので、主にその後の近況報告をさせて頂きます。まずは４月１６日の土曜日ﾆ野口副理事長、齋藤副委員長が日本ＪＣの理事会に参加されました。その理事会におかれましては、いよいよＡＳＰＡＣに向けて日本ＪＣが動き出すというような理事会でありました。その中で福井会頭、相沢直前会頭、そして高宮会長からご挨拶がありました。福井会頭の方からは、支援活動をさらに進めていくという話と合わせて、本年で６０周年を迎えます日本ＪＣの歩みというものを変わらず、その歩みを止めずに活動をしていくという強い決意表明をされました。また相沢会頭からは、我々の支援活動に対する話をなされておりました。どんな時でも答えはないという話を前降りして、我々の支援活動は尊いものであり自信を持って欲しいと。どんな支援活動でも自信を持ってこれからも活動をして頂きたい。地域に求められている活動であるということを、そういう気持ちを是非持って頂いて、活動に万進して頂きたいという熱いご挨拶がありました。そして高宮会長は、声を震わせながら一言、東北は負けないとおっしゃっておりました。そして最後に参加された理事長が３名ほど指名されまして、ご挨拶をする場があるのですが、その中で被災に遭われました３名の理事長から現状報告と更なるご協力という話、そして今考えることなるものを挨拶されました。この度はこのような状況を勘案し、あまり広く声をかけずに事務局だけでの参加とさせて頂きましたが、いろんな話を伺うにつれ、はやり皆様に広く声掛けをしてお連れした方が良かったと非常に反省をしております。次回もこのような機会がございますので、是非、多くのメンバーに声をかけさせて頂いて、日本の空気、日本の風に触れて頂いて感じて頂きたい。また続きまして４月２１日、先週に商工会議所青年部の総会並びに懇親会が行われました。冨塚本年度会長の方からこんな時代ではありますが、会員一丸となり活動していきたいという強い表明がなされました。一丸となるという同じ言葉を使っていると思い、感銘を受け私の挨拶も共に一丸となり頑張って行こうという話をさせて頂いたところでございます。またこんな時であります。日本一の芋煮会フェスティバルも今まで以上に盛大に開催をしていくという強い意志表明もされておりました。また、その週末の２３日には荒井会長率いる山形ブロック協議会の会員会議所会議が酒田で行われました。自粛ということもあり懇親会はなされずに会議だけの開催になりましたが、やはり山形ＪＣと同様に事業変更を余儀なくされている中で非常に大変であったのかと思いました。荒井会長をはじめ、ブロックの皆様大変お疲れ様でございました。そして４月２４日は皆様にご協力を頂きましたが、ブロック内一斉募金活動をさせて頂きました。山形ＪＣシニアの皆様にもこの活動をするというご連絡をさせて頂いた結果、数名の先輩から来て頂きまして一緒になって募金活動をして頂きました。同報メールで報告もなされていると思いますので、内容につきましては割愛させて頂きます。募金の金額もさることながら、私はそれ以上にいろいろな気づきが得られました。また、いろいろな活動を発信出来たと思っています。活動に参加したシニアからは「なかなか支援活動したくても出来ない現状にあるが、そんな中でこのようなご案内を頂いてありがとう」そして案内を頂いた方には「こういうことから支援をしていきたいと思って参加した」とおっしゃっておりました。本当にいろいろな気づきを得られた募金活動であったと思います。そして４月２５日ですが、理事長職ということもあり、四山楼で行われる、四山会というのがございます。ちょうど桜の花が咲く季節に行われますが、歴代の理事長がその司会を担っております。私も昨日、司会をして参ったところでございますが、いろいろな勉強をさせて頂いたと同時に山形ＪＣを広くＰＲ出来た場であったと思っております。皆様も今後、理事長という役職を受けられると思いますので是非、この機会を十分に生かして頂ければと思います。以上が近々のご報告でございます。最後にいろいろなことに遭遇するにあたり考えることは、予期せぬ事態に合い、そしてこれからどのように進んでいたらいいのか分らない状況の中で、やはり我々青年会議所一人ひとりが、互いに手を取り合い、いろいろな意見を出し合って進めていくということが、今非常に求められていると思います。所信にもあります、押忍という言葉を胸にという言葉はたぶん、今の時代本当に必要とされると常々思っているところであります。これからの皆様から忌憚のないご意見を頂きまして、本当にみんなで作り上げていく山形青年会議所を作っていきたいと思っておりますので、本日の理事会もどうぞ皆様からご協力を頂きたいと思います。以上理事長の挨拶と代えさせて頂きます。本日もどうぞ宜しくお願いいたします。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井寛直前理事長

日々の災害支援活動、そして徐々に通常に戻りつつあるＪＣ活動、大変お疲れ様でございます。未曾有の大震災から早１カ月半が経とうとしているわけですが、その震災の混乱の最中、この４月を迎えたということであります。４月といえば新年度で各企業をいろいろな新たな組織、仕組みの中で始まっているということでもあり、また経済的な震災による混乱というものもあり、そして各企業も非常にダメージを受けているということでもあり、そしてさらには余震も続いているということでもありまして、本当に皆さん心身共に疲れているのではと思っております。我々が倒れてしまったのでは災害支援も出来ませんし、また経済復興という面からしても、ままならないということでありますので是非、お体の方は十分ご自愛頂き、気をつけて頂きたいと思っております。さて今ほど理事長の方からもありましたが、２４日の一斉募金活動ですが大変お疲れ様でございました。県内約４０か所で開催したということで、いろいろＪＣのスケールメリットを生かした事業だったのではと思います。この募金の目的というのは、我々は今までやってきましたが災害支援の炊き出しとかの食材の材料代というようなもので、その活動費を得るというのが目的でありましたが、それもさることながらもう一つの大きな目的としては、山形県民がこの災害支援を積極的に使命感を持って取り組んでいく、そして東北の復興のためにしっかりと意識を持って取り組んでいくというメッセージを発信する場でもありました。ここ最近は過度な自粛はしないという話にはなっていますし、そういったことをやってくるとおそらく日を追うごとに震災の記憶が薄れていくのではないのかと思っております。しかしながら特に山形県民は同じ東北に住む者でありますので、やはりこういった震災の痛みや辛さ、惨劇というのは決して忘れさ去ってはならない。逆に言えば山形が率先して中心となり、東北の復興のために行動を起こしていかなくてはならないとそのように思っております。こういった災害支援は中長期的に続けていくことが、１日でも早い東北の復興に繋がると思います。そういった考え方を込めて市民の皆様方に発信するために一斉募金活動ということを行ったわけでありますが、今後についても募金活動に限らず何らかの形でそういった啓発、啓蒙的なことを、我々ＪＣとして市民の皆様に発信をしていかなくてはいけないと思っています。いずれにいたしましても方針の変更、議案等ありますが、ＪＣの本来の活動を行いながら災害支援を行っていかなくてはならないということになるかと思います。やはりしっかりと社会の状況の変化を見極めながら、我々も何を成すべきかを考え行動していかなくてはならないということだと思いますのでまずは、ＬＯＭの方向性を議論して頂きたい。しっかりとした方向性を導き出すためには、理事会において活発な議論が大変必要なことであると思っておりますので、本日も是非、いろいろな意見を出し合って頂きたいということをお願いいたします。

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

確認事項その他を含め３件、討議事項その他を含め５件、審議事項その他を含め４件、協議事項その他を含め１０件、報告依頼事項その他を含め１５件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０1  ２０１1年度 次年度役員選考委員選挙管理委員会発足について 　

２０１１年選挙管理委員会

事務局【報告】
荒井直前理事長が委員長となり、委員は松田副理事長、高橋監事に委員をして頂き委員会を立ち上げる。

荒井寛直前理事長【報告】
規定に従い２名を指名した。６月の例会で選挙となる。特に理事の皆様については選考委員になる確率が高いので意識をしてほしい。

確認―０２　各種大会・対外行事への参加促進と登録について　　　　　広報渉外委員会

豊島宏委員長【上程】

三浦孝一郎副理事長【意見】

ＬＯＭナイトの件で、ジャパンナイトが２４時までということだが毎回少し早めに終了していた。しかし今年は日本ＪＣがＪＣＩに登録、承認されて６０周年ということで２４時のタイミングで会頭が挨拶をするということなので間違いなく時間はかかると思う。少し開始は遅くなるが、次の日は何もないのでせっかくなので委員会の方で渾身のＬＯＭナイトにして頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

星取表だが、反映されていない状況だが、×印は確認したのか。

豊島宏委員長【回答】

各委員長へ連絡し、その時の返答を反映させた。

鈴木辰太郎本部長【意見】

委員長に前にも、どこのファンクションが山形ＪＣにとって必要か、意義があるのかを話をしているので、もっと広げて頂きたいのだが、委員会でゼロが多すぎる。委員長がちゃんと聞いたのか。意識が低いと思う。

高橋大監事【意見】

先ほど各委員長へ確認したとあったが、実は夕方議案をダウンロードしたら、私が連絡したのと星取表が違うので委員長宛にメールをさせて頂いたが、その時近藤副委員長から回答を頂いた。その時の内容では事務局から出欠の内容が来ていないため仮の表を入れたということだった。そうなると、先ほど委員長が言われた内容とは違ってくるのだがどうか。

豊島宏委員長【回答】

３役事務局の出欠については全員から回答は頂いていない段階でしたので、参加するであろうということで参加とさせて頂いた。

高橋大監事【意見】

今の話をまとめると、委員会の方はすべて聞いた。しかし３役事務局については仮のものが入っているということか。

豊島宏委員長【回答】

全員ではないが、そうである。

菊池学特別委員長【意見】

皆様へのお願いでもあったが、参加の促進については出るという楽しみを明確に伝えるべきだと思う。参加の促進をして頂きたい。現段階の人数ではどうしようもない。ＬＯＭとしても動けない、ＰＲも出来ない。広報渉外は取りまとめをして、この人数で危機感はなかったのか。また同報について資料は反映されていない。また、小分けにして出さずまとめて出して頂きたい。同報を流す時は慎重にお願いしたい。

野口雅弘副理事長【意見】

豊島委員長には頑張って頂きたい。参加ゼロの委員会が本当に多いが、それは重々分かっていたことだと思う。２１名中出向者が何人いるか。何人ＬＯＭのために働くのか調べたら一桁しかいない。私も行くが、日本の方の役割があるのでＬＯＭとは関われない。お金も時間もかかるので海外に行けないというのも分かるが、今一度考えてほしい。ＡＳＰＡＣは関係ないと思っているのであれば、やらない方が良い。恥をかく羽目になる。真剣にやろう。広報渉外委員会では、ちゃんと情報を収集して、まとめてこの場に持って来なくては誰も行かない。また、広報渉外では現況も本来はしなくてならない。しかしこういう状況なのでしょうがないが、委員長の意気込みがもっとあってほしいと思う。

船橋吾一理事長【コメント】

皆様から話がありましたが、委員長、室長は自分の委員会の担いが何かをしっかり掴んでほしいと思う。

もう一度、この委員会は何をすべきか考えてほ頂きたい。また一つだけ、何とかして皆でいきましょう。懇親会、例えばこの後行って５千円使うのであればそれを数回分貯めれば行けるのではないでしょうか。１日でも１時間でも都合を付けて一緒に行きましょう。行ってください。委員会でも話をして頂きたいというのであれば話をしますし、皆様もお声掛けをもう一度お願いしたい。

確認―０３　その他

削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動（案）に関する件　　　夢を現実にする特別委員会
佐藤淳部会長【上程】

鈴木辰太郎本部長【補足】

メンバーの参加にはさまざまな参加の仕方がある。また準備があるということで提案をさせて頂く。２月例会でもパスポート取得を促したが今後も推進していく。フェイスブックについても確認して頂きたい。

菊池学特別委員長【補足】

パスポート取得とフェイスブック、国際系のＡＳＰAＣをするＬＯＭなので必要である。全員取得をしていくでご協力をお願いしたい。

三浦孝一郎副理事長【補足】

パスポート取得とフェイスブックでだが、準備の一つと思ってすぐに取りかかって頂きたい。またフェイスブックはＡＳＰＡＣマニラ大会が初めて活用しＰＲしているので勉強になると思うので見て頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

フェイスブックについて議案の題目が山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動となっているが、この内容で行くと、フェイスブックの部分が、メンバーに対してというより、自分が対外的な情報を得るためのものになっているが、メンバーに対してはどのような手法によってフェイスブックを利用するのか教えて頂きたい。

佐藤淳部会長【回答】

フェイスブックにより共有化が出来るというのが一つ。ネットでは「Ｕｓｔｒｅａｍ」の活用を考えている。

三浦孝一郎副理事長【補足】

フェイスブックに登録すると、様々な国の方と友達になれる。例えばマニラのＣＯＣの方と友達になるとＡＳＰＡＣに対して毎日発信しているものが、自動的に日記として自分に届く。その情報には学ぶことがたくさんあるし、ＰＲも出来ると思う。

齊藤秀昭副理事長【意見】

私もフェイスブックは登録している。その中で、山形ＪＣのグループを作成して頂き、メンバー向けのものを発信して頂ければともっと有効に活用出来ると思う。

鈴木辰太郎本部長【回答】

フェイスブックにはグループという機能があるが、人数の上限もあり規制があり英語なので使いこなせていないということもあるが、フェイスブックは自分達で作るのではく、ネットを広げていくということと、たくさんの情報を共有していくということである。そのため、メンバーに対するＰＲに繋がると思っている。海外のＪＣメンバーはフェイスブック率が高い。そういう方と交流が持てるということ。そうなれば２０１４年ＡＳＰＡＣへ行くという話にもなるわけです。またフェイスブックを活用した外への発信も考えていく。

佐藤貴博出向理事長【意見】

フェイスブック等の活用を聞いて私も登録はしているが活用しきれていません。そんな方も多いと思うので特別委員会の皆様には是非、委員会開催に合わせて来て説明をして頂ければと思う。また、パスポートの推進も合わせてお願いしたい。

鈴木辰太郎本部長【回答】

理事会で話をしているが、この案内を各委員会で説明をする時間があれば良いが、この話を理事や委員長は委員会へ持っていく義務があると思う。私は良いと思って上程している。それに対して賛同出来なければ、意見も受け入れたいと思う。

船橋吾一理事長【コメント】

身近なところからのＰＲは大切です。最後に、ＡＳＰＡＣは皆でいきましょう。

討議―０２　ジャパンナイトステージアトラクションの企画・実施（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会

福島隆之部会長【上程】
鈴木辰太郎本部長【補足】

ＡＳＰＡＣのジャパンナイトは海外の方も来る。しかし現在のシナリオではどこの時間に来るのか分からない。タイトなスケジュールなので準備をして頂きたい。

菊池学特別委員長【補足】

是非、皆様と共に開催したいので宜しくお願いしたい。

三浦孝一郎副理事長【補足】

このアトラクションをするにも少ない人数では形にならないので、参加者を募っているので宜しくお願いしたい。

野口雅弘副理事長【意見】

アトラクションの映像だが、行く直前に見せて頂きたい。また英語を話せる司会者だが、誰がやるのか等の資料を確認したい。「ＹＡＭＡＧＡ　ＴＯＵＣＨ　ＭＥ！！」は花火大会まで使いたいと思う。

高野秀哉部会長【意見】

私も一生懸命覚える、頑張る。

船橋吾一理事長【コメント】

憤慨しているのが空手をしている人に柔道着と言われると非常に頭にくる。体をはることはいくらでもしますが、参加を皆でしていきましょう。それだけです。

討議―０３　日本ＪＣ・地区協議会・ブロック協議会・各地会員会議所・各種大会での活動に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】

菊池学特別委員長【補足】

我々もがんばるが、是非、皆様と盛大にＰＲをしていきたいので宜しくお願いする。

三浦孝一郎副理事長【補足】

これからのＰＲ活動は特別委員会の任務ではなく共に進めていくことなので、自分がするということを念頭において考えて頂きたい。

井上周士副理事長【意見】

東北という文言についてですが、昨年出向した際、ブロック長からＡＳＰＡＣを通して東北は一つになれると力強い言葉を何度もお聞きした。先ほど東北は負けないという言葉があったが、東北地区協議会からの支援があり国内ＢＩＤ権の取得を取ったという背景があると思うので、東北を入れることは賛成である。バナーだが、案２について上にある紅花が分かりにくいが、山形という場所が分かりやすいので案２が良いと思う。また、さくらんぼを一個で表現しているところはないので２個にした方が分かりやすいと思う。
高橋大監事【質問】
ロゴの件でこの表記で我々は通じるのだが、全国的に通じるのか。
鈴木辰太郎本部長【回答】
確認してみる。
安藤太一郎室長【意見】
バナーの件だが、山形県の形は顔の形をしているということが分かっていいと思う。
討議―０４　ＬＯＭ外広報誌６月号の発行に関する件　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
高橋大監事【質問】
２月、６月、１２月に発効するということで審議可決されているはずである。どういった手続きで発行中止になったのか。
豊島宏委員長【回答】
発行できなくなったのを私が中止と言っただけで、正式に中止になったとは聞いていない。
高橋大監事【意見】
だとすればこの議案は討議ではなく、事業を変更するという修正議案を一度審議して頂いて討議にかけるべきではないか。
野口雅弘副理事長【意見】
今回は６月の内容を変更するということで一度話し合って頂いて次回審議にかけて頂きたい。
高橋大監事【意見】
組織として事務手続き上、まず２月の発行の中止を決定したうえで初めて６月の内容を討議すべきである。
中村祥之本部長【質問】
対外的な対談頂いた榎森シニア会長との内容や発注をかけていた印刷の業者の方にはどのように対応していくのか。
豊島宏委員長【回答】
印刷の業者さんには発行しないことは伝えていない。榎森シニア会長にはいずれお詫びをしようと思っている。
中村祥之本部長【意見】
山形青年会議所としてしっかり対応して頂きたい。
菊池学特別委員長【意見】
８ページの中に震災の内容とじゃがいもゴルフのＰＲが混ざってしまっている。カラーをしっかり出していかないといけない。
鈴木辰太郎本部長【意見】
フルカラーにするということもしっかり考えて頂きたい。
東海林仁室長【質問】
６月の発行日はいつになるのか。
豊島宏委員長【回答】
６月末を予定している。
東海林仁室長【質問】
原稿の締め切りはいつにするつもりか。
豊島宏委員長【回答】
５月末を予定している。発送は２週間前を予定している。
東海林仁室長【意見】
５月末までに原稿が欲しいのならば、各委員会にいつまでどのような内容の原稿を今日お願いすべきなのではないか。
齊藤秀昭副理事長【意見】
２月発行分に載せるつもりだった榎森シニア会長と理事長の対談やブロック会長の対談などはいつやってもいいのではないか。もう一度やってもいいのではないか。
高橋大監事【意見】
２月号が発行しないのであれば予算も修正し、修正予算を取った上で審議可決しなければならないのではないか。
奥山和征専務理事【回答】
５月の理事会の時に修正補正予算を取った上で議案を修正し、審議して頂きたい。
安藤太一郎室長【質問】
２月は発効しないということでよろしいのか。
奥山和征専務理事
２月は発行を中止し、改めて６月、１２月の部分で予算を修正させて頂く。
高橋大監事【質問】
それでは、５月の理事会に出される議案は２月の発行中止とそれに伴った予算の修正という内容になるということでよろしいのか。
奥山和征専務理事【回答】
そういう方向で進めていく。
討議―０５　その他
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
審議―０１　第３２回山形大花火大会の実施（案）並びに予算（案）承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
中村祥之本部長【上程】
松田勝行副理事長【補足】
関係各所が花火大会に向けて同じ方向を向いているので、御協力をたまわりたい。
野口雅弘副理事長【質問】
花火協議会からの委託という形になるのか。
中村祥之本部長【回答】
運営は山形青年会議所が委託というか協議会の一員として行っていく。煙火代の部分に関しては委託を受けているので協議会とコンセンサスを取っていきたい。
野口雅弘副理事長【意見】
それではその部分を追加して審議して頂きたい。
高橋大監事【質問】
３月開催予定だった決算総会はどのようになっているのか。
松田勝行副理事長【回答】
昨年の本部長の金子室長と確認を取ったところ、決算書はできており監査をして頂く日取りを調整中であるということである。
【全員賛成により審議可決】
審議―０２　やまがた案内番所の発信と検証(案)承認に関する件　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】
菊池学特別委員長【質問】
議案の中の審議対象資料一覧で『「山形案内番所」加盟事業所様一覧』とあるがこれでよろしいのか。
また、「災害番所」とは何か。
伊藤健二委員長【回答】
議案の表記は修正する。東日本大震災を受けて、災害時にも機能し、観光者だけでなく被災されて避難されている方に役に立つ案内番所を作りたかった。
菊池学特別委員長【意見】
それでは議案の中の審議対象資料一覧の『「やまがた案内番所」会報配布先一覧』に避難者が避難している施設も入れるべきである。
三浦孝一郎副理事長【意見】
先日の山形新聞で山形スポーツセンターをはじめとする施設から避難者が引っ越しをしているという記事があった。受け入れ先は上山、天童等の旅館やホテルである。そういったところではプライバシーは守られるがこの先孤立していってしまう。そういったところでもこの山形案内番所が役に立てるようにして頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【質問】
議案の実施内容に「やまがた案内番所：被災者支援ブース」の設営とあるがこれは何か。
伊藤健二委員長【回答】
委員会内の話し合いで山形スポーツセンターなどの掲示板などに避難者に役に出す情報を掲載したいという意見が出たが、とりあえず今回はかわら版で進めていくつもりである。
鈴木辰太郎本部長【意見】
事業の審議を取る時に議案にしないことは書いてはいけない。書いたことはしなければならない。以前、２月にやまがた番所のヒアリングをしたときに「ホテルなどの宿泊施設においてほしい」など貴重な意見を聞いたはずだがそれが反映されていない。
松田勝行副理事長【補足】
議案の「ブースの設営」の件は削除させて頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】
「臨時かわら版」に関してはどうするのか。
伊藤健二委員長【回答】
すぐにでも出したいという気持ちはあるが震災を受けて対外的な活動を自粛していた時期なのでどうするのか自分の中でも迷っていた。
鈴木辰太郎本部長【意見】
すぐにでも出したいのであれば審議を取るタイミングで形になっていないといけない。常任理事会で討議案件として出せば５月末には間に合う。
齊藤秀昭副理事長【質問】
加盟店事業所座談会は９月何日に開催するのか。
伊藤健二委員長【回答】
日程は決めていない。
齊藤秀昭副理事長【意見】
審議を取るのであれば必要である。
松田勝行副理事長【補足】
先ほどの「臨時かわら版」と同様に、日時を決定したうえで次回討議にかけたい。
【全員賛成により審議可決】

協議―０１　グループ基本方針変更について　　　　　　　　　　　　　各グループ
奥山和征専務理事【上程】
鈴木辰太郎本部長【質問】
ブロック担当の１０月公開例会の背景を教えて頂きたい。
奥山和征専務理事【回答】
本件につては９月に公開例会を予定していたが、５月、６月で中止になった部分で予算がマイナスで出ている１２０万円となるが予算として１０月公開例会の予算とさせて頂き、中身としては山形青年会議所を広く発信するために１０月の公開例会と委員会へお願いした。
鈴木辰太郎本部長【質問】
山形青年会議所の発信が目的なのか。
奥山和征専務理事【回答】
山形青年会議所が多くの皆さまにより良い事業をしている。また時期にあった講師を呼びして公開例会と考えている。
鈴木辰太郎本部長【質問】
背景はとても大事だと思う。特に予算の大きい部分でしっかりとした見解を持ってやらなければならない。今、山形青年会議所を発信すべきか。
奥山和征専務理事【回答】
時期に関して月は関係ないと思う。震災の件もあるので内容に関しては社会背景を鑑みた物を考えたい。
鈴木辰太郎本部長【質問】
公益性のある事業をするのであれば分かるが、山形ＪＣの発信であれば私は理解できない。
高橋大監事【質問】
各委員会の事務文書は理事会に諮り総会には諮り決定される。全体の予算の枠組みこちらも同じだがこれの変更手続きは本来このやり方でよいのか。
奥山和征専務理事【回答】
本来、理事会、総会という運びになると思う。予算の方は７月の総会に補正予算の方はご審議頂きたく思っている。事業に関してはすでにスタートしている物、中止になっている物があるので事前に理事会にてご審議頂戴出来ればと思う。
高橋大監事【質問】
５月に公開例会があるのでその際に臨時総会を開いても良いのかと思う。事務文書の変更臨時理事会を開き５月に総会というのでも変更手続きとして良いと思う。
菊池学特別委員長【意見】
震災が無ければ総会で決議した事が粛々と遂行するはずである。本来であれば理事会、総会とルールだが今回こういう事情という事で皆さんで総意をもって決をとるということでいかがか。
船橋吾一理事長【意見】
公益性の部分でも予算を組む予定である今からのタイミングでは７月の総会でだと思います。定款を見れば総会にはからなければならない事項はございます。それに元付けば総会にはかり全ての修正をはからなければならないところだが、申し上げ憎いが運営上このたびは進めさせて頂いて７月の総会で予算変更、事業変更をかけさせて頂きたい。
【全員賛成により協議可決】
協議―０２　７月連絡調整例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】
協議―０３　新たな国際姉妹ＪＣ締結の検討（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】
協議―０４　第３２回山形大花火大会協賛金の募集（案）に関する件　　花火大会特別委員会
齋藤洋也部会長【上程】
中村祥之本部長【補足】
担当の方が卒業なさると貰いにくいとか分からなくなる等あるオープンリストを最初から公開したい。領収書の未提出、紛失、後始末うまく行かないよって決算総会が遅れる。まだ始まっていなが３２回はそういった意味で早く終わらせたいと思う。
野口雅弘副理事長【質問】
協賛金の一部を被災地にとあるが具体的にはどうお考えか。
齋藤洋也部会長【回答】
現段階では具体的に申し上げられないのが現状だ。
野口雅弘副理事長【意見】
協賛金は義捐金と分けた方が良いと思う、何の為に花火を上げるか分からなくなる。やってみて余ったらやると言うのは大会の趣旨としても違うと思う。オープンリストは特に部会が積極的に知っている、知らないに関わらず、協賛金の少ない方やもっとアクティブに動ける人進めてあげればいいと思う。金額が大きくなればなるほどその方が大変だ。ＯＢに関しては連絡して縁を感じて集めて頂ければと思う。領収書の紛失、未収金に関してはメンバー負担も考えなければならない。税金を扱っている事業なのでしっかりしなければいけない。
高橋大監事【意見】
義捐金の件だがチケットの販売金額１パーセントとかでも良いかと思う。領収書の件だが抜本的対策は無い、皆さまの自覚だと思う。こまめに委員長が連絡するとか責任自覚を持ってしなければならない。
協議―０５　第３２回山形大花火大会会場設営（案）に関する件　　　　花火大会特別委員会
會田智弘部会長【上程】
中村祥之本部長【補足】
設営業者とも連絡をしている。なるだけ花火にはお金を使い、設営にお金をかけないやり方を是非ご意見頂戴したい。
後藤吉伸特別委員長【補足】
本日理事の皆さま経験されている方が多いと思う。時間の無い中での設営のやり方、余震の続く中での安全面のあり方広くご意見頂戴出来ればと思う
野口雅弘副理事長【意見】
明日でも明後日でも早めに今まで協力頂いている方と連絡を取り協力してもらえるか確認した方が良い。
三浦孝一郎副理事長【質問】
地震に対しての対策を今のところのお考えを教えて頂きたい。
會田智弘部会長【回答】
まだ、そこまで考えておりませんでした。
三浦孝一郎副理事長【意見】
今までも地震を想定した花火大会は無かったと思う。是非考えて頂きたい。先日東京でテーブル席での会合があった時、最初に地震が起こった際の避難の仕方をアナウンスしていた。投光器が倒れるなどというイメージして地震に強い花火をして頂きたい。
三澤慶洋室長【意見】
打ち上げ最中に地震で筒が倒れた時の事も小松煙火さんと打ち合わせして頂きたい。
田牧大祐財政局長【意見】
ＪＣメンバーが設営等で活躍されているが、メンバーの中で使っていないのかとか外部から思われないように見積書の提出委託先の選定公正等を書面で残して頂きたい。
協議―０６　ＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！から広がる山形式芸術事業の
企画・実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】
菊池学特別委員長【意見】
ＪＣのみでナビゲーターをやるのでは広がりがない。一般の承認を受けたナビゲーターを掘り起こして頂きたい。
野口雅弘副理事長【意見】
本当にこれで良いのか協議頂ければと思う。
審議取り消しされたＪＣＩアワード申請（案）申請に関する件
豊島宏委員長【上程】
高橋大監事【意見】
申請前の物が添付してあるが、申請後の物が無い。本来申請後の物を添付するのではないか。
奥山和征専務理事【回答】
早急に申請後の書類を入手する。
高橋大監事【意見】
この書類だけでは確かに申請なっているかどうか申請後の物がないと確認できない。
三沢慶洋室長【回答】
主務員の大河原さんより確かにネットの方での申請済みと報告を受けている、後日添付する。
菊池学特別委員長【意見】
本来このような形での上程はあり得ない。ルールに乗っていない皆さんでそこを認識して頂き、審議して頂きたい。
野口雅弘副理事長【条件の提案】
明日中に理事メールにて申請後の書類を送信する事。
【全員賛成により協議可決】
協議―０７　ＬＯＭ外褒賞（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
菊池学特別委員長【意見】
申請対象者があるのであれば、製作して添付しなければならない。しっかり作成して頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】
申請事業が適切では無いと思う。理由として山形ＪＣを代表する事業では無いから、もし出すのであれば会員拡大３０名だと思う。
協議―０８　ＬＯＭブースの出展（案）承認に関する件　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
協議取り下げ
協議―０９　７月臨時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】
安藤太一郎室長【意見】
グループ方針審議が通っていない。予算も追加になると思う。
鈴木辰太郎本部長【意見】
次第の中でセレモニーが室長になっているが、通常副理事長がやるものだと認識している。確認して頂きたい。
協議―１０　その他
削除

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに渉外活動支援に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
報告―０２　山形キッツビューエルクラブへの支援活動の報告　　　　　総務委員会
報告―０３　４ＬＯＭ合同例会への参加報告　　　　　　　　　　　　　総務委員会
報告―０４　山形ビューティフルコミッションへの支援活動に関する件　総務委員会
報告―０５　公益社団法人格取得の準備に関する件　　　　　　　　　公益社団法人推進プロジェクト
報告―０６　「ＮＰＯ法人国境なき奉仕団」東北地方太平洋沖地震
支援活動に対する活動支援金の募金箱設置のお願い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＣＩグローバルファシリテーション委員会
報告―０７　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０８　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０９　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　事務局
報告―１０　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　事務局
報告―１１　公益社団法人日本青年会議所　第５回理事会参加依頼について　　事務局
報告―１２　災害支援活動について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―１３　山形ブロック協働運動　県内一斉募金活動について　　　　事務局
報告―１４　東日本大震災の災害支援について　　　　　　　　　　　　事務局
報告―１５　その他
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
２０１１年度第４回定例理事会
２０１１年５月２４日（火）パレスグランデール
１９．監事講評
鈴木慎也監事
皆さま長時間に渡り大変お疲れ様でございます。本日は後２分位しか御時間が無いという事で本当に一言だけで済まさせて頂きたいと思います。３月１１日の震災以降皆さまの委員会に置かれましては、方向性を変えたり変えざるをえなかったりと頭を悩ませた事と思います。しかしながら本来こうしなければならない事だったりと、たくさん出てきましたそれは本日で終わりにして頂いて本来であればこうと、そういった御意見の無いようにだけ皆さま肝に銘じて頂いてルールを守ってのＪＣという所もございますので皆さまに置かれましてもルールを守って理事会に臨んで頂きたいと思います。本日はお疲れ様でした。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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